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         ◆ 第４回西条ライオンズカップ軟式野球大会 ◆ 

 
  

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

        

ひうち球場にて、おいしい手作りカレーに行列をつくる野球少年達 

 
      

2007～2008 年度   
◇国際会長プログラム   「変化への挑戦」（Challenge to Change） 
◇336A地区ｶﾞﾊﾞﾅｰｽﾞｽﾛｰｶﾞﾝ 「ライオンよ、熱き想い・強い絆でウィ・サーブ」 
       キーワード 「情熱・感動」 
◇クラブ会長スローガン  「心を拓いて奉仕の輪」 
       キーワード 「チャレンジ」 

 



■青少年育成事業 

［第４回西条ライオンズカップ西条クラブ招待軟式野球大会・カレー作り］ 

 
 １１月１７、１８日に亘り、第４回西条ライオンズカップ西条クラブ招待少年軟 
式野球大会が盛大に行われました。今年も初日の１７日に、西条ライオンズクラブ 
特製の手作りカレーの販売を行い、多くの子供達や父兄の方々に喜んで戴きました。 
前日の下準備に始まり、当日朝早くからのカレー作りにご協力いただきました皆様、  
大変お疲れ様でした。と、さも現場に居たような報告ですが、実は私、公務？により 青少年指導委員会

真 鍋 信 彦 
参加することができませんでした。青少年指導委員でありながら参加しなかったとい 
うことで、花山委員長から報告書作成のご下命（愛のムチ）を受けた次第です。 
と言う訳で、当日の詳しいご報告を・・・ 
 今回で野球大会における昼食作り（カレー）アクティビティは、２度目となります。カレー作り 
については、ここ最近、年に１度は何かしらの事業で資金獲得の為に登場する『西条ライオンズク 
ラブ恒例』となっていますが・・・（笑）しかし、今回は前人未踏の約６００食分のカレーを作り 
ました。じゃがいも３０㌔、玉ねぎ４０㌔、お米７斗・・・そんな大量の材料を前に、本当に大丈 
夫なのかと不安でありましたが、もはや５００～６００人前くらいの調理は、お手の物となった力 
強い奥様方のお陰で難なく時間通りに、そしてかなり贅沢な味のカレーが完成しました。 
大人も子供も「おかわり！おかわり！」大変好評でしたよ！真鍋さん。 

以上現場レポーターＭより報告終わります。 
カレーに関するミニ知識を一つご紹介します。皆さん、ライスカレーとカレーライス、どちらの 

言い方が正しいかご存知ですか。御飯の上にカレーがかけてあり、ソースや醤油をかけて食べる大 
衆的な雰囲気のものがライスカレー、御飯とは別の容器にカレーが入って出てくるハイカラなイメ 
ージのするものをカレーライスと呼ぶのだそうです。 
我がクラブ特製カレーは、ライスカレーと呼ぶべきでしょうか？ 
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   石鎚酒造株式会社 〒793－0073 愛媛県西条市氷見丙４０２－３ 

代表取締役 越智英明                          ホームページ  www.ishizuchi.co.jp 

                      

大正 9 年創業、庄屋、回船問屋を経て、初代越智恒次郎が酒造業を始める。 

石鎚山の清冽な伏流水と、西条、周桑平野の穀倉地帯を控えており、酒造りには充分適した気 
候風土の中にある。 
平成１０年までは杜氏など、いわゆる出稼ぎの蔵人たちで酒造りが行われていたが、彼らの高齢 
化に伴い、平成１１年より家族４人での再スタートとなる。それまでは、業通酒を中心とした造 
りであったが、純米や純米吟醸、大吟醸といった、いわゆる特定名称酒造りに本格的に取り組み、 
現在に至っている。販路も地元中心から各地へ年毎に拡がり、北海道から九州、輸出部門では、 
米国西海岸まで幅広く拡大している。 

「飲んで旨い、しっかりとした味幅のある純米酒」をテーマに食中に生きる日本酒を目標に、きれ 
いで酸味のしっかりとした味わいの石鎚にしていきたいと励んでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

麹室から出た麹の枯らし作業をする越智稔氏 蒸米を掘り出す越智社長。造りの時期はいいダイ

エットになるとテレながら笑う。 
 
 
  
 
 
 
 
 

http://www.ishizuchi.co.jp/


■ 環境保全・保健福祉委員会事業 

 

 

               環境保全・保健福祉委員 藤田公道 
 

今回、ＡＥＤの使用を目的とした普通救命講習Ⅰ課程を当委員会で計画を致しました。 
本年市内の某中学校でボールが当たり、不幸にして命を落とされた生徒があり、 
そのＡＥＤの使途に注目がある所です。今回計画致しますと 11 月 21 日（水）に２１名、11 月 25 日 

（日）に１１名、計３２名の受講者がありました。９時に始まり、休みを挟み３時間の講義・実技でした。

次第は次の通りでした。 
９：００～９：０５ 自己紹介 オリエンテーション 
９：０５～９：２０ 応急手当の重要性・必要性 講義 
９：２０～９：３０ 職員によるデモンストレーション 
９：３０～９：５０ ２人１組での実技ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ（観察要領、体位変換、通報要領）

９：５０～９：５５ 休憩 
９：５５～１０：３５ 心肺蘇生法実技ﾄﾚｰﾆﾝｸ （゙訓練人形を使用した子ブース指導）

１０：３５～１０：４５ 休憩 
１０：４５～１０：５５ 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）使用について（説明） 
１０：５５～１１：４０ 成人における心肺蘇生法（ＡＥＤ含めた総合ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ） 
１１：４０～１１：５０ 異物除去法／止血法 
１１：５０～１１：５５ 質疑応答 
１１：５５～１２：００ 終了式 
西条東消防職員による寸劇（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱで河の清掃をしていて心不全をおこし救急車を呼び救急車が 

 来るまでの心肺蘇生シュミレーション）があり、受講者の肩の力を抜く効力もあったようです。 
段々と核心に入り説明・実技となりました。２１日の受講者の中に以前同じ講習を受講した方が私を 
含め２名いたのですが、前回とは異なっており良い勉強になりました。受講していない人、今回出来 
なかった人もですが、先ず大声を出して人を集め、早く心肺蘇生に努めるようにして欲しいと思います。 
機会がありましたら受講をして頂き、又ＡＥＤ設置場所の市内地図等も作成したら良いと思います。 

              皆様、大変お疲れ様でした。久々に勉強するのも楽しいものですね。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 1 回 新会員オリエンテ－ション に出席して  

 
Ｌ．伊藤 稔  

2007 年 11 月 17 日 土曜日 14 時に 引率者の西原先生と近藤基弘Ｌと私の３名で、 
リ－ガロイヤルホテル新居浜で、行われた第 1 回新会員オリエンテ－ションに出席さ 
せていただきました。開会から閉会まで、緊張して、話を聞いておりました。 

内容は、ライオンズに入会することの意義や歴史・用語 
組織など、初めて耳にすることばかりでした。 
受講者は、新居浜中央・新居浜別子・新居浜ひうち・ 
今治・今治くるしま・今治サ－チング・伊予三島・ 
伊予土居・川之江中央・西条からこられており改めて、 
ライオンズの組織の大きさを認識いたしました。 

また、ライオンズの先輩の方々のスピ-チには、長年の経験に基づいたもので、説得力がありました。 
感じたままを今後の活動に活かしたいと思いました。また、このような機会をつくっていただきまし 
て、ありがとうございました。 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
 

 

 

 

 はじめまして、さかた歯科の清水
し み ず

泰
ひろ

雅
まさ

です。西原先生のご紹介により入会させ 
ていただくことになりました。 
西条に来て６年目になりますが、まだまだ西条のことを知らないことに戸惑っ 
ていたところ、坂田の父をはじめ皆様にすすめられてこのような機会を得たこ 

 とに感謝しています。 
          仕事の面では、なかなか厳しい環境になって 

いるのですが、スタッフや患者さんに支えら 
れてがんばっています。 

 休日は子供たちを連れて、動物園や水族館に自分の気分転換を 
兼ねて、行っています。ただ、学会や講演会にはできるだけ参 
加するように心がけておりますので、家族には申し訳なく思っ 
ています。 西条弁も十分に使いこなせない自分ですが、ご指 
導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

           Ｌ．清水泰雅 プロフィール 

           
 誕生日  1966 年 12 月 31 日 

           血液型  Ｂ型 
           ｽﾎﾟﾝｻｰ  西原 功Ｌ 
           委員会  青少年指導委員会 
           趣 味  家族でドライブ 
                バイク・読書 
 

 



 
 

【編集後記】  
 師走を迎え、忙しい日々をお過ごしのことと存じます。先日、11 月 17・18 日のスポーツ大会、大変

お疲れ様でした。結果は、惜しくも予選敗退でしたが、西条ライオンズクラブの一致団結した勢いを

感じさせていただきました。１２月は忘年会等、食べすぎ・飲みすぎの多い時期です。 
 皆様、くれぐれもお身体を大事にして下さい。そしてシェイプアップして来年のスポーツ大会こそ

 は、優勝を目指しましょう！メタボリックよ、さらば♪      ＰＲ・広報委員長 野間賢次郎

発行者 会 長  野田明利 
    幹 事  山本新一郎 
PR･広報委員長  野間賢次郎 

編集委員  原 育雄 ・ 加藤誠也 
      村上公明 ・ 徳増達史 
      近藤基弘 

例会日 第１･第３火曜日  
例会場 黒猫レストラン 
印 刷 西条ライオンズクラブ事務局 

 
レクバレーキャプテン  

安藤憲正 
 

先発メンバーを決めるのは難しい・・・、悩んだ末、出席率の高い人から順に先発メンバーを 
決めた。「おれはハズレか～」と声が上がるかと心配したが、「応援するから頑張れ！」と言って 
くれるのは、さすが【ライオンと呼ばるる人達】である。 

 ２階席からは、花山・加藤(茂)・伊藤(修)・西原各ご婦人達と、野田会長・伊藤(孝)兄の大きな声援 
が頼もしい限りである。試合が始まると皆がプレーに集中し、長い長いラリーが続く。 

                相手のミスはラッキーだが、味方のミスは痛い。自分のミスはもっ 
と痛い。８月のうだるような暑さの体育館で始まった練習は、 
８回にも及んだが、そう簡単に練習の成果が出る訳はない。 
レシーブ・トス・アタックのイメージは皆あるのだが、なぜだか 
決まらず、ひたすら拾い続ける。結果、２連勝したものの、第３ 
試合で昨年度優勝チーム（今年度も優勝したそうだ）の今治東Ｌ 
Ｃとの接戦で惜敗し、またもや今年も予選敗退、決勝トーナメン 
ト進出はならなかった。反省会では、気持ちの高ぶりが納まらず、 

   来年に向けて早速練習を！と望む声も出た。 
この勢いでいけば来年の優勝は間違いないだろう。 
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発行所  ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会 336Ａ地区 2Ｒ４Ｚ

西条ライオンズクラブ     
事務局  〒793－0027                   
     西条市朔日市 779－８                 
     西条商工会館３F 
ＴＥＬ （0897）56－3980 
ＦＡＸ （0897）56－9251 
E－mail Hsaijo-lc@abeam.ocn.ne.jp 
http： //www6.ocn.ne.jp/˜saijo-lc/ 


